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本号で公布された条例のあらまし

◇指定猟法禁止区域等の標識の寸法を定める条例（条例第５０号）
１ 地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律による鳥
獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律の一部改正等により条例で定めることとされた指定猟法禁止区域
等の標識の寸法について、鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律施行規則の様式に定めのある寸法に
ついては当該寸法とし、それ以外のものについては知事が定める寸法とすることとした。
２ この条例は、公布の日から施行することとした。

◇薬物の濫用の防止に関する条例（条例第５１号）
１ 薬物の濫用の防止を図り、もって県民の健康と安全を守り、及び県民が平穏にかつ安心して暮らすこと
ができる社会の実現に寄与することを目的とすることとした。
２ この条例において「薬物」とは、大麻、覚醒剤及び覚醒剤原料、麻薬、麻薬原料植物及び向精神薬、け
し、あへん及びけしがら、毒物及び劇物取締法施行令第３２条の３に規定する物並びに薬事法第２条第１４項
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に規定する指定薬物（以下「大麻等」という。）並びに大麻等と同等に、興奮、幻覚、陶酔その他これらに
類する作用を人の精神に及ぼす物であって、濫用されることにより人の健康に係る被害が生ずると認めら
れるもののうち、県の区域内において現に濫用され、又は濫用されるおそれがあると認められるものとし
て知事が指定するもの（以下「知事指定薬物」という。）をいうこととした。
３ 県及び県民の責務を定めることとした。
４ 県は、薬物の濫用の防止に関する施策を総合的に推進するための体制を整備することとした。
５ 薬物の濫用に関する次の基本的な施策について定めることとした。
� 薬物に関する調査研究並びに薬物に係る試験及び検査に関する研究及び技術開発の推進並びにそれら
の成果の普及
� 薬物に関する情報の収集及び整理並びに最新の科学的知見に基づく分析及び評価
� 県民に対する情報の提供
� 教育及び学習の振興に必要な措置
� 監視及び指導
６ 次の行為を禁止することとした。
� 正当な理由がある場合を除き、知事指定薬物を製造し、又は栽培すること。
� 正当な理由がある場合を除き、知事指定薬物を販売し、授与し、又は販売若しくは授与の目的で所持
すること（県の区域外における販売又は授与の目的で所持する場合を含む。）。
� 正当な理由がある場合を除き、知事指定薬物を販売又は授与の目的で広告すること。
� 知事指定薬物をみだりに使用し、又はみだりに使用する目的で所持すること。
� 多数の者が集まって知事指定薬物をみだりに使用することを知って、そのための場所を提供し、又は
あっせんすること。

７ 知事は、６の行為を行った者に対し、警告を発することができることとした。
８ 知事は、６�から�までの行為に係る７の警告に従わない者に対し、知事指定薬物の製造、栽培、販売、
授与若しくは広告の中止を命じ、又は相当の期限を定めて知事指定薬物の回収若しくは廃棄その他必要な
措置をとるべきことを命ずることができることとした。
９ ６�又は�の行為を行った者、８の命令に違反した者等に対する罰則を設けることとした。
１０ この条例は、公布の日から施行することとした。ただし、６から９までについては、平成２５年４月１日
から施行することとした。

◇愛知県中小企業振興基本条例（条例第５２号）
１ 前文を設け、この条例の趣旨を明らかにすることとした。
２ 中小企業の振興を図り、もって地域社会の発展及び県民生活の向上に寄与することを目的とすることと
した。
３ 中小企業の振興に関する基本理念を定めることとした。
４ 県の責務、中小企業者及び中小企業団体の取組等、大企業者等及び金融機関の配慮等並びに大学等及び
県民の協力について定めることとした。
５ 中小企業の振興に関する次の基本的な施策について定めることとした。
� 経営基盤の強化、経営の革新及び創業の促進
� 資金の供給の円滑化
� 人材の育成及び確保の支援
� 商業の集積の活性化
６ 県は、小規模企業者に対して中小企業の振興に関する施策を講ずるに当たっては、小規模企業者の事情
に配慮するものとすることとした。
７ この条例は、公布の日から施行することとした。

◇移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準を定める条例（条例第５３号）
１ 地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律による高
齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律の一部改正により条例で定めることとされた県が設
置する都市公園に係る移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準について、次のとお
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り定めることとした。
� 園路及び広場のうち一以上は、次の基準に適合するものであること等
ア 出入口の幅は、原則として１２０センチメートル以上とすること。
イ 通路の幅は、原則として１８０センチメートル以上とすること。
ウ 出入口及び通路には、原則として車椅子使用者が通過する際に支障となる段がないこと。
� 休憩所のうち一以上及び管理事務所は、次の基準に適合するものであること等
ア 出入口の幅は、原則として１２０センチメートル以上とすること。
イ 出入口には、原則として車椅子使用者が通過する際に支障となる段がないこと。
� 駐車場のうち一以上に、規則で定める数以上の車椅子使用者が円滑に利用することができる駐車施設
を設けること等
� 便所は、そのうち一以上は、高齢者、障害者等の円滑な利用に適した構造を有する便房が設けられて
いること等
� 掲示板及び標識は、高齢者、障害者等の円滑な利用に適した構造のものであること等
� その他の特定公園施設は、規則で定める基準に適合するものであること。
２ 災害等のため一時使用する特定公園施設の設置については、この条例の規定によらないことができるこ
ととした。
３ この条例は、公布の日から施行することとした。

◇移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基準を定める条例（条例第５４号）
１ 地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律による高
齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律の一部改正により条例で定めることとされた県が管
理する県道に係る移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基準について、次のとおり定めること
とした。
� 歩道及び自転車歩行者道
ア 道路（自転車歩行者道を設ける道路を除く。）には、歩道を設けること等
イ 歩道及び自転車歩行者道の有効幅員は、道路構造の技術的基準を定める条例に規定する幅員の値以
上とすること等

� 立体横断施設
高齢者、障害者等の移動等円滑化のために必要であると認められる箇所に、高齢者、障害者等の円滑
な移動に適した構造を有する立体横断施設を設けること等
� 自動車駐車場
自動車駐車場には、規則で定める数以上の障害者が円滑に利用することができる駐車の用に供する部
分を設けること等
� 案内標識
交差点、駅前広場その他の移動の方向を示す必要がある箇所には、高齢者、障害者等が見やすい位置
に、規則で定める案内標識を設けること。
� 視覚障害者誘導用ブロック
歩道、自転車歩行者道、立体横断施設の通路等には、視覚障害者の移動等円滑化のために必要である
と認められる箇所に、規則で定める視覚障害者誘導用ブロックを敷設すること。

２ この条例は、公布の日から施行することとした。

◇愛知県防災会議条例の一部を改正する条例（条例第５５号）
１ 自主防災組織を構成する者又は学識経験のある者のうちから任命される愛知県防災会議の委員の任期を
２年とすることとした。
２ この条例は、公布の日から施行することとした。

◇愛知県災害対策本部条例の一部を改正する条例（条例第５６号）
１ 災害対策基本法の一部改正に伴い、規定の整理を行うこととした。
２ この条例は、公布の日から施行することとした。
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◇国民健康保険財政調整交付金の交付に関する条例の一部を改正する条例（条例第５７号）
１ 普通交付金及び特別交付金の総額の交付金の総額に占める割合を変更することとした。
２ この条例は、公布の日から施行することとした。

◇愛知県都市公園条例の一部を改正する条例（条例第５８号）
１ 地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律による都
市公園法の一部改正により条例で定めることとされた県が設置する都市公園の配置及び規模の基準並びに
公園施設の建築面積の基準に係る割合について、次のとおり定めることとした。
� 次の都市公園を設置する場合においては、それぞれその特質に応じて県内における都市公園の分布の
均衡を図り、かつ、防火、避難等災害の防止に資するよう考慮するほか、次に掲げるところによりその
配置及び規模を定めること。
ア 近隣公園は、近隣に居住する者が容易に利用することができるように配置し、その敷地面積は、２
ヘクタールを標準として定めること。
イ 地区公園は、徒歩圏域内に居住する者が容易に利用することができるように配置し、その敷地面積
は、４ヘクタールを標準として定めること。
ウ 運動公園及び広域公園は、容易に利用することができるように配置し、それぞれその利用目的に応
じて都市公園としての機能を十分発揮することができるようにその敷地面積を定めること。

� �アからウまでの都市公園以外の都市公園を設置する場合においては、それぞれその設置目的に応じ
て都市公園としての機能を十分発揮することができるように配置し、及びその敷地面積を定めること。
� 一の都市公園に公園施設として設けられる建築物の建築面積の総計の当該都市公園の敷地面積に対す
る割合は、原則として１００分の２を超えてはならないこと。

２ この条例は、公布の日から施行することとした。

◇愛知県流域下水道条例の一部を改正する条例（条例第５９号）
１ 新川西部流域下水道を設置することとした。
２ 地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律による下
水道法の一部改正により条例で定めることとされた終末処理場の維持管理に関する事項及び流域下水道の
構造の技術上の基準について、次のとおり定めることとした。
� 終末処理場の維持管理に関する事項
活性汚泥を使用する処理方式によるときは、活性汚泥の解体又は膨化を生じないようにエアレーショ
ンを調節すること等
� 流域下水道の構造の技術上の基準
ア 排水施設及び処理施設は、堅固で耐久力を有する構造とすること等
イ 排水施設の排水管の内径等は、知事が定める数値を下回らないものとし、かつ、計画下水道量に応
じ、排除すべき下水を支障なく流下させることができるものとすること等
ウ 終末処理場である処理施設は、脱臭施設の設置その他臭気の発散を防止する措置が講じられている
こと等

２ この条例は、公布の日から施行することとした。ただし、１については、平成２５年３月３１日から施行す
ることとした。

◇特定都市河川浸水被害対策法に基づく許可を要する雨水浸透阻害行為の規模等を定める条例の一部を改正
する条例（条例第６０号）
１ 条例の題名を「特定都市河川浸水被害対策法施行条例」に改めることとした。
２ 地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律による特
定都市河川浸水被害対策法の一部改正により条例で定めることとされた雨水貯留浸透施設又は保全調整池
が存する旨を表示した標識の設置に関し必要な事項について、次のとおり定めることとした。
� 雨水貯留浸透施設が存する旨を表示した標識は、名称、雨水浸透阻害行為に関する工事の検査済証番
号、容量（容量のないものにあっては、規模）、構造の概要等を明示したものとすること。
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� 保全調整池が存する旨を表示した標識は、名称、指定番号、容量、構造の概要等を明示したものとす
ること。
� 雨水貯留浸透施設又は保全調整池が存する旨を表示した標識は、雨水貯留浸透施設又は保全調整池の
周辺に居住し、又はその周辺において事業を営む者の見やすい場所に設けること。

３ この条例は、公布の日から施行することとした。

◇愛知県手数料条例の一部を改正する条例（条例第６１号）
１ 新たに長期優良住宅建築等計画変更認定申請手数料を徴収することとし、その額を定めることとした。
２ この条例は、平成２５年１月１日から施行することとした。

◇愛知県風俗案内所規制条例の一部を改正する条例（条例第６２号）
１ 労働者派遣事業の適正な運営の確保及び派遣労働者の就業条件の整備等に関する法律の一部改正に伴い、
規定の整理を行うこととした。
２ この条例は、公布の日から施行することとした。

◇愛知県暴力団排除条例の一部を改正する条例（条例第６３号）
１ 都市公園の敷地の周囲２００メートルの区域内を暴力団事務所の開設及び運営の禁止区域とすること等とし
た。
２ この条例は、平成２５年１月１日から施行することとした。ただし、一部については、暴力団員による不
当な行為の防止等に関する法律の一部を改正する法律の施行の日から施行することとした。
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い う 。 ） 第 三 十 七 条 第 二 項 た だ し 書 の 規 定 に 基 づ き 条 例 で 定 め る 標 識 の 寸 法 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る

標 識 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 様 式 に 定 め る 寸 法 （ 当 該 様 式 に 定 め の な い も の に あ っ て は 、

知 事 が 定 め る 寸 法 ） と す る 。

一 指 定 猟 法 禁 止 区 域 の 標 識 令 様 式 第 四

二 鳥 獣 保 護 区 の 標 識 令 様 式 第 八

三 特 別 保 護 地 区 の 標 識 令 様 式 第 九

四 特 別 保 護 指 定 区 域 の 標 識 令 様 式 第 十

五 休 猟 区 の 標 識 令 様 式 第 十 一

平成２４年１０月１６日 火曜日 愛 知 県 公 報 第２９２２号 １０６９



六

特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
標
識

令
様
式
第
十
三

七

特
定
猟
具
使
用
制
限
区
域
の
標
識

令
様
式
第
十
四

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

薬
物
の
濫
用
の
防
止
に
関
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
十
六
日

愛
知
県
知
事

大

村

秀

章

愛
知
県
条
例
第
五
十
一
号

薬
物
の
濫
用
の
防
止
に
関
す
る
条
例

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
�
第
四
条
）

第
二
章

推
進
体
制
の
整
備
及
び
薬
物
の
濫
用
の
防
止
に
関
す
る
基
本
的
な
施
策
（
第
五
条
�
第
十
条
）

第
三
章

知
事
指
定
薬
物
の
濫
用
の
防
止
の
た
め
の
規
制
（
第
十
一
条
�
第
十
六
条
）

第
四
章

雑
則
（
第
十
七
条
）

第
五
章

罰
則
（
第
十
八
条
�
第
二
十
一
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
薬
物
の
濫
用
の
防
止
に
つ
い
て
、
県
及
び
県
民
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
県

が
実
施
す
る
施
策
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
を
定
め
、
及
び
必
要
な
規
制
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
薬
物
の
濫
用

の
防
止
を
図
り
、
も
っ
て
県
民
の
健
康
と
安
全
を
守
り
、
及
び
県
民
が
平
穏
に
か
つ
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
薬
物
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
物
を
い
う
。

一

大
麻
取
締
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
四
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
大
麻

二

覚
せ�

い�

剤
取
締
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
五
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
覚
せ
い
剤
及

び
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
覚
せ
い
剤
原
料

三

麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
十
四
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
麻
薬
、
同

条
第
四
号
に
規
定
す
る
麻
薬
原
料
植
物
及
び
同
条
第
六
号
に
規
定
す
る
向
精
神
薬

四

あ
へ
ん
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
け
し
、
同
条
第
二
号
に
規

定
す
る
あ
へ
ん
及
び
同
条
第
三
号
に
規
定
す
る
け
し
が
ら

五

毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二
百
六
十
一
号
）
第
三
十
二
条
の
二
に
規
定
す
る

物
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六

薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
二
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
指
定
薬
物

七

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
と
同
等
に
、
興
奮
、
幻
覚
、
陶
酔
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
作

用
を
人
の
精
神
に
及
ぼ
す
物
で
あ
っ
て
、
濫
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
人
の
健
康
に
係
る
被
害
が
生
ず
る
と
認

め
ら
れ
る
も
の
の
う
ち
、
県
の
区
域
内
に
お
い
て
現
に
濫
用
さ
れ
、
又
は
濫
用
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
知
事
が
指
定
す
る
も
の
（
以
下
「
知
事
指
定
薬
物
」
と
い
う
。）

（
県
の
責
務
）

第
三
条

県
は
、
薬
物
の
濫
用
の
防
止
に
関
す
る
総
合
的
な
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

２

県
は
、
国
、
他
の
地
方
公
共
団
体
及
び
薬
物
の
濫
用
の
防
止
を
目
的
と
す
る
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
協

力
し
て
、
薬
物
の
濫
用
の
防
止
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
取
り
組
む
も
の
と
す
る
。

（
県
民
の
責
務
）

第
四
条

県
民
は
、
薬
物
の
危
険
性
に
関
す
る
知
識
と
理
解
を
深
め
、
薬
物
の
濫
用
を
防
止
す
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２

県
民
は
、
県
が
実
施
す
る
薬
物
の
濫
用
の
防
止
に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
章

推
進
体
制
の
整
備
及
び
薬
物
の
濫
用
の
防
止
に
関
す
る
基
本
的
な
施
策

（
推
進
体
制
の
整
備
）

第
五
条

県
は
、
薬
物
の
濫
用
の
防
止
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
体
制
を
整
備
す
る
も
の
と

す
る
。

（
調
査
研
究
等
）

第
六
条

県
は
、
薬
物
の
濫
用
の
防
止
に
関
す
る
施
策
を
最
新
の
科
学
的
知
見
に
基
づ
き
適
切
に
実
施
す
る
た
め
、

薬
物
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
薬
物
に
係
る
試
験
及
び
検
査
に
関
す
る
研
究
及
び
技
術
開
発
を

推
進
し
、
並
び
に
そ
れ
ら
の
成
果
の
普
及
を
図
る
も
の
と
す
る
。

（
情
報
の
収
集
等
）

第
七
条

県
は
、
薬
物
の
濫
用
か
ら
県
民
の
健
康
と
安
全
を
守
る
た
め
、
薬
物
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
、
収
集

及
び
整
理
を
行
う
と
と
も
に
、
最
新
の
科
学
的
知
見
に
基
づ
く
分
析
及
び
評
価
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２

県
は
、
前
項
の
分
析
及
び
評
価
の
結
果
を
、
薬
物
の
濫
用
の
防
止
に
関
す
る
施
策
に
的
確
に
反
映
さ
せ
る
も

の
と
す
る
。

（
情
報
の
提
供
）

第
八
条

県
は
、
薬
物
の
濫
用
か
ら
県
民
の
健
康
と
安
全
を
守
る
た
め
、
県
民
に
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
も
の

と
す
る
。

（
教
育
及
び
学
習
の
振
興
）

第
九
条

県
は
、
県
民
が
薬
物
の
危
険
性
に
関
す
る
正
し
い
知
識
に
基
づ
き
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
教
育
及
び
学
習
の
振
興
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
監
視
及
び
指
導
）
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第
十
条

県
は
、
薬
物
の
濫
用
を
防
止
す
る
た
め
の
監
視
及
び
指
導
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
実
施
す
る
も
の
と
す

る
。

第
三
章

知
事
指
定
薬
物
の
濫
用
の
防
止
の
た
め
の
規
制

（
指
定
）

第
十
一
条

知
事
は
、
第
二
条
第
七
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２

第
二
条
第
七
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
に
よ
っ
て
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。

（
指
定
の
失
効
）

第
十
二
条

第
二
条
第
七
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
は
、
知
事
指
定
薬
物
が
同
条
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ

る
物
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
も
の
と
す
る
。

２

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
知
事
指
定
薬
物
の
指
定
が
効
力
を
失
う
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

３

第
五
章
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
知
事
指
定
薬
物
の
指
定
が
効
力
を
失
う
前
に
し
た
当
該
知
事
指

定
薬
物
に
係
る
行
為
に
つ
い
て
も
、
適
用
す
る
。

（
製
造
等
の
禁
止
）

第
十
三
条

何
人
も
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る

行
為
に
つ
い
て
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
と
し
て
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

知
事
指
定
薬
物
を
製
造
し
、
又
は
栽
培
す
る
こ
と
。

二

知
事
指
定
薬
物
を
販
売
し
、
授
与
し
、
又
は
販
売
若
し
く
は
授
与
の
目
的
で
所
持
す
る
こ
と
（
県
の
区
域

外
に
お
け
る
販
売
又
は
授
与
の
目
的
で
所
持
す
る
場
合
を
含
む
。）。

三

知
事
指
定
薬
物
を
販
売
又
は
授
与
の
目
的
で
広
告
す
る
こ
と
。

四

知
事
指
定
薬
物
を
み
だ
り
に
使
用
し
、
又
は
み
だ
り
に
使
用
す
る
目
的
で
所
持
す
る
こ
と
。

五

多
数
の
者
が
集
ま
っ
て
知
事
指
定
薬
物
を
み
だ
り
に
使
用
す
る
こ
と
を
知
っ
て
、
そ
の
た
め
の
場
所
を
提

供
し
、
又
は
あ
っ
せ
ん
す
る
こ
と
。

（
報
告
及
び
検
査
）

第
十
四
条

知
事
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
知
事
指
定
薬
物
若
し
く
は
こ
れ
に
該
当
す

る
疑
い
の
あ
る
物
（
以
下
「
知
事
指
定
薬
物
等
」
と
い
う
。）
を
製
造
し
、
栽
培
し
、
販
売
し
、
授
与
し
、
所
持

し
、
若
し
く
は
広
告
し
、
若
し
く
は
前
条
第
五
号
の
場
所
を
提
供
し
、
若
し
く
は
あ
っ
せ
ん
す
る
者
そ
の
他
の

関
係
者
か
ら
必
要
な
報
告
を
求
め
、
又
は
試
験
の
た
め
必
要
な
最
少
分
量
に
限
り
知
事
指
定
薬
物
等
の
提
出
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

知
事
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
そ
の
職
員
に
、
前
項
に
規
定
す
る
者
の
店
舗
そ
の

他
必
要
な
場
所
に
立
ち
入
り
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
、
又
は
関
係
者
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
す
る
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
者
の
請
求
が
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あ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら

な
い
。

（
警
告
）

第
十
五
条

知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
対
し
、
警
告
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
十
三
条
第
一
号
の
規
定
に
違
反
し
て
知
事
指
定
薬
物
を
製
造
し
、
又
は
栽
培
し
た
者

二

第
十
三
条
第
二
号
の
規
定
に
違
反
し
て
知
事
指
定
薬
物
を
販
売
し
、
授
与
し
、
又
は
販
売
若
し
く
は
授
与

の
目
的
で
所
持
し
た
者
（
県
の
区
域
外
に
お
け
る
販
売
又
は
授
与
の
目
的
で
所
持
し
た
者
を
含
む
。）

三

第
十
三
条
第
三
号
の
規
定
に
違
反
し
て
知
事
指
定
薬
物
を
販
売
又
は
授
与
の
目
的
で
広
告
し
た
者

四

第
十
三
条
第
四
号
の
規
定
に
違
反
し
て
知
事
指
定
薬
物
を
み
だ
り
に
使
用
し
、
又
は
み
だ
り
に
使
用
す
る

目
的
で
所
持
し
た
者

五

第
十
三
条
第
五
号
の
規
定
に
違
反
し
て
場
所
を
提
供
し
、
又
は
あ
っ
せ
ん
し
た
者

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
警
告
は
、
書
面
を
交
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
製
造
中
止
等
の
命
令
）

第
十
六
条

知
事
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
警
告
（
同
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
係
る
も
の
に
限
る
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）
に
従
わ
な
い
者
に
対
し
、
知
事
指
定
薬
物
の
製
造
、
栽
培
、
販
売
、
授
与
若
し

く
は
広
告
の
中
止
（
以
下
「
知
事
指
定
薬
物
の
製
造
等
の
中
止
」
と
い
う
。）
を
命
じ
、
又
は
相
当
の
期
限
を
定

め
て
知
事
指
定
薬
物
の
回
収
若
し
く
は
廃
棄
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
前
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
者
に
対
し
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
警
告
を
発
す
る
こ
と
な
く
、
知
事
指
定
薬
物
の
製
造
等
の
中

止
を
命
じ
、
又
は
相
当
の
期
限
を
定
め
て
知
事
指
定
薬
物
の
回
収
若
し
く
は
廃
棄
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
と
る

べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

薬
物
の
濫
用
か
ら
県
民
の
健
康
と
安
全
を
守
る
た
め
緊
急
を
要
す
る
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
警
告
を
発
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
い
と
き
。

二

前
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
、
過
去
に
同
項
の
規
定
に
よ
る
警

告
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と
き
。

第
四
章

雑
則

（
委
任
）

第
十
七
条

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。

第
五
章

罰
則

（
罰
則
）

第
十
八
条

第
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
（
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
係
る
も
の
に
限
る
。）
に

違
反
し
た
者
は
、
二
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
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第
十
九
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す

る
。

一

第
十
三
条
第
一
号
又
は
第
二
号
の
規
定
に
違
反
し
た
者

二

第
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
（
第
十
五
条
第
一
項
第
三
号
に
係
る
も
の
に
限
る
。）
に
違
反
し
た
者

第
二
十
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
提
出
の
求
め
に
応

ぜ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
物
件
を
提
出
し
た
者

二

第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
又
は
質
問
に
対
し
て

答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
者

（
両
罰
規
定
）

第
二
十
一
条

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又

は
人
の
業
務
に
関
し
て
、
前
三
条
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人

に
対
し
て
も
、
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
三
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
及
び
第
五
章
の
規
定
は
、

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

愛
知
県
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
十
六
日

愛
知
県
知
事

大

村

秀

章

愛
知
県
条
例
第
五
十
二
号

愛
知
県
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例

我
が
国
の
中
央
に
位
置
す
る
本
県
は
、
交
通
の
要
衝
と
な
る
地
の
利
と
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
る
中
で
、
手
工

業
の
時
代
か
ら
、
絶
え
ず
モ
ノ
づ
く
り
の
革
新
的
な
技
術
を
発
信
し
つ
つ
、
今
日
ま
で
産
業
県
と
し
て
発
展
し
て

き
た
。

こ
う
し
た
本
県
の
発
展
は
、
絶
え
ず
モ
ノ
づ
く
り
の
技
術
を
革
新
し
て
き
た
製
造
業
に
携
わ
る
人
々
の
努
力
に

よ
る
だ
け
で
な
く
、
流
通
業
、
運
輸
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
、
様
々
な
業
種
の
企
業
が
、
相
互
に
支
え
合
い
、
共

に
成
長
し
て
き
た
結
果
で
あ
る
。

本
県
の
中
小
企
業
は
、
こ
れ
ら
の
企
業
の
事
業
活
動
の
主
た
る
担
い
手
と
し
て
、
本
県
の
産
業
県
と
し
て
の
発

展
に
貢
献
し
、
本
県
の
経
済
と
雇
用
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

中
小
企
業
は
、
経
営
者
と
従
業
員
の
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
、
新
た
な
事
業
や
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
と

と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
新
た
な
雇
用
を
創
出
す
る
な
ど
、
地
域
経
済
の
活
力
の
維
持
向
上
の
源
と
な
る
存
在
で

あ
る
。
ま
た
、
中
小
企
業
は
、
一
人
ひ
と
り
の
努
力
が
目
に
見
え
る
形
で
成
果
に
結
び
付
き
や
す
い
、
県
民
の
潜

在
力
と
意
欲
と
が
発
揮
さ
れ
る
場
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
中
小
企
業
は
、
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
地
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域
社
会
に
貢
献
す
る
役
割
も
担
っ
て
い
る
。

私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
中
小
企
業
の
存
在
と
役
割
の
重
要
性
に
対
す
る
認
識
を
共
有
し
、
自
ら
努
力
す
る
中

小
企
業
者
と
共
に
、
中
小
企
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
こ
こ
に
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
。

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
中
小
企
業
の
振
興
に
つ
い
て
、
基
本
理
念
を
定
め
、
及
び
県
の
責
務
等
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
中
小
企
業
の
振
興
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
中
小
企
業
の

振
興
を
図
り
、
も
っ
て
地
域
社
会
の
発
展
及
び
県
民
生
活
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

一

中
小
企
業
者

中
小
企
業
基
本
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る

中
小
企
業
者
で
あ
っ
て
、
県
内
に
事
業
所
を
有
す
る
も
の
を
い
う
。

二

中
小
企
業
団
体

商
工
会
、
商
工
会
議
所
、
商
店
街
振
興
組
合
、
事
業
協
同
組
合
そ
の
他
の
中
小
企
業
に

関
す
る
団
体
を
い
う
。

三

大
企
業
者
等

中
小
企
業
者
以
外
の
事
業
者
（
中
小
企
業
団
体
及
び
金
融
機
関
を
除
く
。）
を
い
う
。

四

金
融
機
関

銀
行
、
信
用
金
庫
、
信
用
協
同
組
合
そ
の
他
の
金
融
業
を
行
う
者
を
い
う
。

五

大
学
等

大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
並
び
に
大
学
共
同
利
用
機
関
そ
の
他
の
研
究
機
関
を
い
う
。

六

小
規
模
企
業
者

中
小
企
業
基
本
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
小
規
模
企
業
者
で
あ
っ
て
、
県
内
に
事

業
所
を
有
す
る
も
の
を
い
う
。

（
基
本
理
念
）

第
三
条

中
小
企
業
の
振
興
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
基
本
理
念
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

中
小
企
業
者
の
自
主
的
な
努
力
が
助
長
さ
れ
る
こ
と
を
旨
と
す
る
こ
と
。

二

中
小
企
業
が
、
そ
の
多
様
で
特
色
あ
る
事
業
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
に
お
け
る
経
済
の
活
性
化
を
促
進
し
、

就
業
の
機
会
を
増
大
さ
せ
る
等
、
地
域
社
会
の
発
展
及
び
県
民
生
活
の
向
上
に
貢
献
す
る
重
要
な
存
在
で
あ

る
と
い
う
認
識
の
下
に
行
う
こ
と
。

三

県
、
市
町
村
、
中
小
企
業
者
、
中
小
企
業
団
体
、
大
企
業
者
等
、
金
融
機
関
及
び
大
学
等
の
連
携
の
下
に

行
う
こ
と
。

（
県
の
責
務
）

第
四
条

県
は
、
前
条
の
基
本
理
念
（
以
下
「
基
本
理
念
」
と
い
う
。）
に
の
っ
と
り
、
中
小
企
業
の
振
興
に
関
す

る
総
合
的
な
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

（
市
町
村
に
対
す
る
協
力
）

第
五
条

県
は
、
市
町
村
が
実
施
す
る
中
小
企
業
の
振
興
に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。

（
中
小
企
業
者
の
取
組
等
）
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第
六
条

中
小
企
業
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
そ
の
経
営
及
び
取
引
条
件
の
向
上
並
び
に
従
業
員
が
仕
事

と
生
活
の
調
和
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備
そ
の
他
の
労
働
環
境
の
整
備
に
自
主
的
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
県
が
実
施
す
る
中
小
企
業
の
振
興
に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

中
小
企
業
者
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
活
動
そ
の
他
の
地
域
社
会
の
発
展
に
資
す
る
活
動
を
行
い
、
及

び
そ
れ
ら
の
活
動
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
中
小
企
業
団
体
の
取
組
等
）

第
七
条

中
小
企
業
団
体
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
そ
の
事
業
活
動
を
通
じ
て
、
中
小
企
業
者
の
経
営
及
び

取
引
条
件
の
向
上
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
県
が
実
施
す
る
中
小
企
業
の
振
興
に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
大
企
業
者
等
の
配
慮
等
）

第
八
条

大
企
業
者
等
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
中
小
企
業
者
と
の
事
業
上
の
関
係
に
お
い
て
、
そ
の
事
業

の
成
長
発
展
に
配
慮
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
県
が
実
施
す
る
中
小
企
業
の
振
興
に
関
す
る
施
策
に
協
力

す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
金
融
機
関
の
配
慮
等
）

第
九
条

金
融
機
関
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
中
小
企
業
者
の
特
性
及
び
そ
の
事
業
の
状
況
を
勘
案
し
た
信

用
の
供
与
、
中
小
企
業
者
の
事
業
活
動
に
有
用
な
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
中
小
企
業
者
の
経
営
の

向
上
に
配
慮
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
県
が
実
施
す
る
中
小
企
業
の
振
興
に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ

う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
大
学
等
の
協
力
）

第
十
条

大
学
等
は
、
人
材
の
育
成
並
び
に
研
究
開
発
及
び
そ
の
成
果
の
普
及
に
お
け
る
自
主
的
な
取
組
を
通
じ

て
、
県
が
実
施
す
る
中
小
企
業
の
振
興
に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
県
民
の
協
力
）

第
十
一
条

県
民
は
、
中
小
企
業
の
振
興
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
県
が
実
施
す
る
中
小
企
業
の
振
興
に
関
す
る

施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
経
営
基
盤
の
強
化
等
の
促
進
）

第
十
二
条

県
は
、
中
小
企
業
の
経
営
基
盤
の
強
化
、
経
営
の
革
新
又
は
創
業
を
促
進
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る

施
策
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

一

中
小
企
業
者
の
経
営
方
法
に
関
す
る
指
導
及
び
助
言

二

中
小
企
業
者
が
自
ら
又
は
大
学
等
若
し
く
は
大
企
業
者
等
と
共
同
し
て
行
う
新
商
品
又
は
新
役
務
を
開
発

す
る
た
め
の
技
術
に
関
す
る
研
究
開
発
の
支
援
及
び
そ
の
成
果
の
普
及
の
推
進

三

中
小
企
業
者
の
知
的
財
産
の
保
護
及
び
活
用
の
支
援

四

中
小
企
業
者
の
連
携
又
は
事
業
の
共
同
化
に
よ
る
経
営
資
源
の
相
互
の
補
完
の
促
進

五

創
業
及
び
中
小
企
業
者
が
行
う
新
た
な
事
業
活
動
に
必
要
な
情
報
の
提
供
並
び
に
そ
れ
ら
に
対
す
る
支
援

体
制
の
整
備
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六

中
小
企
業
者
の
国
内
外
に
お
け
る
市
場
の
開
拓
及
び
国
外
に
お
け
る
円
滑
な
事
業
の
展
開
の
支
援

七

中
小
企
業
者
の
円
滑
な
経
営
の
承
継
の
支
援

（
資
金
の
供
給
の
円
滑
化
）

第
十
三
条

県
は
、
中
小
企
業
に
対
す
る
資
金
の
供
給
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
中
小
企
業
者
を
対
象
と
す
る
融

資
制
度
の
充
実
、
中
小
企
業
団
体
と
金
融
機
関
と
の
連
携
の
促
進
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す

る
。

（
人
材
の
育
成
及
び
確
保
の
支
援
）

第
十
四
条

県
は
、
中
小
企
業
を
担
う
べ
き
人
材
の
育
成
及
び
確
保
を
支
援
す
る
た
め
、
職
業
能
力
の
開
発
、
技

能
の
継
承
の
支
援
、
従
業
員
の
仕
事
と
生
活
の
調
和
の
促
進
、
就
業
に
対
す
る
意
識
の
啓
発
そ
の
他
の
必
要
な

施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
商
業
の
集
積
の
活
性
化
）

第
十
五
条

県
は
、
相
当
数
の
中
小
小
売
商
業
者
又
は
中
小
サ
ー
ビ
ス
業
者
が
事
業
を
行
う
商
店
街
そ
の
他
の
商

業
の
集
積
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
地
域
の
特
産
物
等
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
商
品
の
販
売
又
は
新
役
務

の
提
供
の
支
援
、
商
店
街
振
興
組
合
等
と
連
携
し
て
行
う
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
活
動
の
支
援
そ
の
他
の

必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
小
規
模
企
業
者
へ
の
配
慮
）

第
十
六
条

県
は
、
小
規
模
企
業
者
に
対
し
て
中
小
企
業
の
振
興
に
関
す
る
施
策
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
経

営
資
源
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
多
い
小
規
模
企
業
者
の
事
情
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

（
施
策
の
推
進
に
係
る
措
置
）

第
十
七
条

県
は
、
中
小
企
業
の
振
興
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
中
小
企
業
者
等
の
意
見
の
聴
取

そ
の
他
の
調
査
に
よ
り
当
該
施
策
の
実
施
の
状
況
を
把
握
し
、
適
時
に
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
財
政
上
の
措
置
）

第
十
八
条

県
は
、
中
小
企
業
の
振
興
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
必
要
な
財
政
上
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う

努
め
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
特
定
公
園
施
設
の
設
置
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
十
六
日

愛
知
県
知
事

大

村

秀

章

愛
知
県
条
例
第
五
十
三
号

移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
特
定
公
園
施
設
の
設
置
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

平
成
２４
年
１０
月
１６
日

火
曜
日

愛
知
県
公
報

第
２９２２

号
１０７７



（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律

第
九
十
一
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
が
設
置
す
る
都
市
公
園
に
係
る
移
動
等
円
滑
化
の
た

め
に
必
要
な
特
定
公
園
施
設
の
設
置
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
園
路
及
び
広
場
）

第
二
条

不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
利
用
す
る
高
齢
者
、
障
害

者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
八
年
政
令
第
三
百
七
十
九
号
）
第
三
条
第

一
号
に
規
定
す
る
園
路
及
び
広
場
を
設
け
る
場
合
は
、
そ
の
う
ち
一
以
上
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

出
入
口
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

幅
は
、
百
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由

に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ロ

ハ
に
掲
げ
る
場
合
を
除
き
、
車
椅
子
使
用
者
が
通
過
す
る
際
に
支
障
と
な
る
段
が
な
い
こ
と
。

ハ

地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
ず
段
を
設
け
る
場
合
は
、
傾
斜
路
（
そ
の
踊
場

を
含
む
。
以
下
同
じ
。）
を
併
設
す
る
こ
と
。

ニ

そ
の
他
規
則
で
定
め
る
基
準

二

通
路
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

幅
は
、
百
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由

に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
通
路
の
末
端
の
付
近
の
広
さ
を
車
椅
子
の
転
回
に
支
障
の
な
い
も
の
と

し
、
か
つ
、
五
十
メ
ー
ト
ル
以
内
ご
と
に
車
椅
子
が
転
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
広
さ
の
場
所
を
設
け
た
上

で
、
幅
を
百
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ロ

ハ
に
掲
げ
る
場
合
を
除
き
、
車
椅
子
使
用
者
が
通
過
す
る
際
に
支
障
と
な
る
段
が
な
い
こ
と
。

ハ

地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
ず
段
を
設
け
る
場
合
は
、
傾
斜
路
を
併
設
す
る

こ
と
。

ニ

路
面
は
、
滑
り
に
く
い
仕
上
げ
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ホ

そ
の
他
規
則
で
定
め
る
基
準

三

階
段
（
そ
の
踊
場
を
含
む
。）
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

手
す
り
が
両
側
に
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や

む
を
得
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ロ

回
り
段
が
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

ハ

踏
面
は
、
滑
り
に
く
い
仕
上
げ
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ニ

そ
の
他
規
則
で
定
め
る
基
準

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
規
則
で
定
め
る
基
準

１０７８
平
成
２４
年
１０
月
１６
日

火
曜
日

愛
知
県
公
報
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（
休
憩
所
及
び
管
理
事
務
所
）

第
三
条

不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
利
用
す
る
休
憩
所
を
設
け

る
場
合
は
、
そ
の
う
ち
一
以
上
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

出
入
口
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

幅
は
、
百
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由

に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
も
、
直
接
地
上
へ
通
ず
る
出
入
口
の
う
ち
一
以
上
の
も
の
の
幅
は
、
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と

す
る
こ
と
。

ロ

ハ
に
掲
げ
る
場
合
を
除
き
、
車
椅
子
使
用
者
が
通
過
す
る
際
に
支
障
と
な
る
段
が
な
い
こ
と
。

ハ

地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
ず
段
を
設
け
る
場
合
は
、
傾
斜
路
を
併
設
す
る

こ
と
。

ニ

そ
の
他
規
則
で
定
め
る
基
準

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
規
則
で
定
め
る
基
準

２

前
項
の
規
定
は
、
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
利
用
す
る
管

理
事
務
所
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
休
憩
所
を
設
け
る
場
合
は
、
そ
の
う
ち
一

以
上
」
と
あ
る
の
は
、「
管
理
事
務
所
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
駐
車
場
）

第
四
条

不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
利
用
す
る
駐
車
場
を
設
け

る
場
合
は
、
そ
の
う
ち
一
以
上
に
、
規
則
で
定
め
る
数
以
上
の
車
椅
子
使
用
者
が
円
滑
に
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
駐
車
施
設
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
専
ら
大
型
自
動
二
輪
車
及
び
普
通
自
動
二
輪
車
（
い

ず
れ
も
側
車
付
き
の
も
の
を
除
く
。）
の
駐
車
の
た
め
の
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
の
駐
車
施
設
は
、
規
則
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
便
所
）

第
五
条

不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
利
用
す
る
便
所
は
、
次
に

掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

床
の
表
面
は
、
滑
り
に
く
い
仕
上
げ
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

男
子
用
小
便
器
を
設
け
る
場
合
は
、
一
以
上
の
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
円
滑
な
利
用
に
適
し
た
構
造
を
有

す
る
小
便
器
と
し
て
規
則
で
定
め
る
も
の
が
出
入
口
の
付
近
に
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

三

前
号
の
規
定
に
よ
り
設
け
ら
れ
る
小
便
器
に
は
、
周
囲
に
手
す
り
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

２

不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
利
用
す
る
便
所
を
設
け
る
場
合

は
、
そ
の
う
ち
一
以
上
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
基
準
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

便
所
（
男
子
用
及
び
女
子
用
の
区
別
が
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
便
所
）
内
に
高
齢
者
、
障
害
者
等
の

平
成
２４
年
１０
月
１６
日

火
曜
日
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知
県
公
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円
滑
な
利
用
に
適
し
た
構
造
を
有
す
る
便
房
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

二

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
円
滑
な
利
用
に
適
し
た
構
造
を
有
す
る
便
所
で
あ
る
こ
と
。

３

前
項
第
一
号
の
便
房
が
設
け
ら
れ
た
便
所
及
び
同
号
の
便
房
並
び
に
同
項
第
二
号
の
便
所
は
、
規
則
で
定
め

る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
掲
示
板
）

第
六
条

不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
利
用
す
る
掲
示
板
は
、
次

に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
円
滑
な
利
用
に
適
し
た
構
造
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

当
該
掲
示
板
に
表
示
さ
れ
た
内
容
が
容
易
に
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
標
識
）

第
七
条

前
条
の
規
定
は
、
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
利
用
す

る
標
識
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２

第
二
条
か
ら
前
条
（
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
ま
で
に
定
め
る
基
準
及
び
次
条
の
規
定
に
よ

り
規
則
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
特
定
公
園
施
設
の
配
置
を
表
示
し
た
標
識
を
設
け
る
場
合
は
、
そ
の
う
ち

一
以
上
は
、
第
二
条
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
園
路
及
び
広
場
の
出
入
口
の
付
近
に
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
委
任
）

第
八
条

第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
特
定
公
園
施
設
の

設
置
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
規
則
で
定
め
る
。

（
一
時
使
用
目
的
の
特
定
公
園
施
設
）

第
九
条

災
害
等
の
た
め
一
時
使
用
す
る
特
定
公
園
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
よ
ら
な
い

こ
と
が
で
き
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
道
路
の
構
造
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
十
六
日

愛
知
県
知
事

大

村

秀

章

愛
知
県
条
例
第
五
十
四
号

移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
道
路
の
構
造
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律

第
九
十
一
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
が
管
理
す
る
県
道
に
係
る
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必

要
な
道
路
の
構
造
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
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平
成
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月
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（
用
語
の
定
義
）

第
二
条

こ
の
条
例
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
道
路
の
構
造
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
八
年
国
土
交
通
省
令
第
百
十
六
号
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

（
歩
道
等
）

第
三
条

道
路
（
自
転
車
歩
行
者
道
を
設
け
る
道
路
を
除
く
。）
に
は
、
歩
道
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

２

歩
道
の
有
効
幅
員
は
、
道
路
構
造
の
技
術
的
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
愛
知
県
条
例
第
十
三
号
）

第
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
幅
員
の
値
以
上
と
す
る
も
の
と
す
る
。

３

自
転
車
歩
行
者
道
の
有
効
幅
員
は
、
道
路
構
造
の
技
術
的
基
準
を
定
め
る
条
例
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す

る
幅
員
の
値
以
上
と
す
る
も
の
と
す
る
。

４

歩
道
又
は
自
転
車
歩
行
者
道
（
以
下
「
歩
道
等
」
と
い
う
。）
の
有
効
幅
員
は
、
当
該
歩
道
等
の
高
齢
者
、
障

害
者
等
の
交
通
の
状
況
を
考
慮
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

５

歩
道
等
の
舗
装
は
、
雨
水
を
地
下
に
円
滑
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
と
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ

し
、
道
路
の
構
造
、
気
象
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
状
況
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

６

歩
道
等
の
舗
装
は
、
平
た
ん
で
、
滑
り
に
く
く
、
か
つ
、
水
は
け
の
良
い
仕
上
げ
と
す
る
も
の
と
す
る
。

７

第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
歩
道
等
の
構
造
に
関
す

る
基
準
に
つ
い
て
は
、
規
則
で
定
め
る
。

（
立
体
横
断
施
設
）

第
四
条

道
路
に
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
箇
所
に
、
高

齢
者
、
障
害
者
等
の
円
滑
な
移
動
に
適
し
た
構
造
を
有
す
る
立
体
横
断
施
設
（
以
下
「
移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た

立
体
横
断
施
設
」
と
い
う
。）
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

２

移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
立
体
横
断
施
設
に
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
昇
降
の

高
さ
が
低
い
場
合
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
代
え
て
、
傾
斜

路
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
立
体
横
断
施
設
に
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
交
通

の
状
況
に
よ
り
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

４

移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
立
体
横
断
施
設
に
設
け
る
通
路
は
、
次
に
定
め
る
構
造
と
す
る
も
の
と
す
る
。

一

有
効
幅
員
は
、
二
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、
当
該
通
路
の
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
通
行
の
状
況
を
考
慮
し
て

定
め
る
こ
と
。

二

二
段
式
の
手
す
り
を
両
側
に
設
け
る
こ
と
。

三

路
面
は
、
平
た
ん
で
、
滑
り
に
く
く
、
か
つ
、
水
は
け
の
良
い
仕
上
げ
と
す
る
こ
と
。

四

そ
の
他
規
則
で
定
め
る
構
造

５

移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
立
体
横
断
施
設
に
設
け
る
階
段
（
そ
の
踊
場
を
含
む
。）
は
、
次
に
定
め
る
構
造
と
す

る
も
の
と
す
る
。

平
成
２４
年
１０
月
１６
日

火
曜
日

愛
知
県
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一

有
効
幅
員
は
、
一
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、
当
該
階
段
の
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
通
行
の
状
況
を
考
慮

し
て
定
め
る
こ
と
。

二

二
段
式
の
手
す
り
を
両
側
に
設
け
る
こ
と
。

三

回
り
段
と
し
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

四

踏
面
は
、
平
た
ん
で
、
滑
り
に
く
く
、
か
つ
、
水
は
け
の
良
い
仕
上
げ
と
す
る
こ
と
。

五

そ
の
他
規
則
で
定
め
る
構
造

６

第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
立
体
横
断
施
設
の
構
造
に
関
す
る

基
準
に
つ
い
て
は
、
規
則
で
定
め
る
。

（
自
動
車
駐
車
場
）

第
五
条

自
動
車
駐
車
場
に
は
、
規
則
で
定
め
る
数
以
上
の
障
害
者
が
円
滑
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
駐
車
の

用
に
供
す
る
部
分
（
以
下
「
障
害
者
用
駐
車
施
設
」
と
い
う
。）
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

２

自
動
車
駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
又
は
障
害
者
用
駐
車
施
設
を
設
け
る
階
に
は
、
障
害
者
が
円
滑
に
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
停
車
の
用
に
供
す
る
部
分
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
構
造
上
の
理
由
に
よ
り
や

む
を
得
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

自
動
車
駐
車
場
外
へ
通
ず
る
歩
行
者
の
出
入
口
が
な
い
階
（
障
害
者
用
駐
車
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
る
階
に

限
る
。）
を
有
す
る
自
動
車
駐
車
場
に
は
、
当
該
階
に
停
止
す
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ

し
、
構
造
上
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
代
え
て
、
傾
斜
路
を
設
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

４

前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
自
動
車
駐
車
場
の
構
造
に
関
す
る
基
準

に
つ
い
て
は
、
規
則
で
定
め
る
。

（
案
内
標
識
）

第
六
条

交
差
点
、
駅
前
広
場
そ
の
他
の
移
動
の
方
向
を
示
す
必
要
が
あ
る
箇
所
に
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
が

見
や
す
い
位
置
に
、
規
則
で
定
め
る
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
に
お
い
て
利
用
す
る
と

認
め
ら
れ
る
官
公
庁
施
設
、
福
祉
施
設
そ
の
他
の
施
設
及
び
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
そ
の
他
の
移
動
等
円
滑
化
の
た
め

に
必
要
な
施
設
の
案
内
標
識
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

（
視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
）

第
七
条

歩
道
等
、
立
体
横
断
施
設
の
通
路
、
乗
合
自
動
車
停
留
所
、
路
面
電
車
停
留
場
の
乗
降
場
及
び
自
動
車

駐
車
場
の
通
路
に
は
、
視
覚
障
害
者
の
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
箇
所
に
、
規
則

で
定
め
る
視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
を
敷
設
す
る
も
の
と
す
る
。

（
委
任
）

第
八
条

第
三
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
道
路
の
構
造
に
関

す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
規
則
で
定
め
る
。

附

則

１０８２
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（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
歩
道
を
設
け
る
も
の
と
さ
れ
る
道
路
の
区
間
の
う
ち
、
一
体
的
に
移
動
等
円

滑
化
を
図
る
こ
と
が
特
に
必
要
な
道
路
の
区
間
に
つ
い
て
、
市
街
化
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や

む
を
得
な
い
場
合
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
歩
道
に
代
え
て
、
車
道
及
び
こ
れ
に
接
続

す
る
路
肩
の
路
面
に
お
け
る
凸
部
そ
の
他
の
自
動
車
を
減
速
さ
せ
て
歩
行
者
又
は
自
転
車
の
安
全
な
通
行
を
確

保
す
る
た
め
の
道
路
の
部
分
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
歩
道
を
設
け
る
も
の
と
さ
れ
る
道
路
の
区
間
の
う
ち
、
一
体
的
に
移
動
等
円

滑
化
を
図
る
こ
と
が
特
に
必
要
な
道
路
の
区
間
に
つ
い
て
、
市
街
化
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や

む
を
得
な
い
場
合
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
当
該
区
間
に
お
け
る
歩
道
の
有
効

幅
員
を
一
・
五
メ
ー
ト
ル
ま
で
縮
小
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
立
体
横
断
施
設
に
設
け
ら
れ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
又
は
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
存
す
る
道

路
の
区
間
に
つ
い
て
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
第
三
条
第
二
項

及
び
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
当
該
区
間
に
お
け
る
歩
道
等
の
有
効
幅
員
を
一
メ
ー
ト
ル

ま
で
縮
小
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

愛
知
県
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
十
六
日

愛
知
県
知
事

大

村

秀

章

愛
知
県
条
例
第
五
十
五
号

愛
知
県
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

愛
知
県
防
災
会
議
条
例
（
昭
和
三
十
七
年
愛
知
県
条
例
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
市
町
村
長
及
び
消
防
機
関
の
長
の
う
ち
か
ら
任
命
さ
れ
る
委
員
並
び
に
指
定
公
共
機
関
又

は
指
定
地
方
公
共
機
関
の
役
員
又
は
職
員
の
う
ち
か
ら
」
を
「
法
第
十
五
条
第
五
項
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
の

規
定
に
よ
り
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
第
十
五
条
第
五
項
第
八
号
の
規
定
に
よ
り
新

た
に
任
命
さ
れ
る
委
員
の
任
期
は
、
改
正
後
の
愛
知
県
防
災
会
議
条
例
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

平
成
２４
年
１０
月
１６
日

火
曜
日

愛
知
県
公
報

第
２９２２

号
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愛
知
県
災
害
対
策
本
部
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
十
六
日

愛
知
県
知
事

大

村

秀

章

愛
知
県
条
例
第
五
十
六
号

愛
知
県
災
害
対
策
本
部
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

愛
知
県
災
害
対
策
本
部
条
例
（
昭
和
三
十
七
年
愛
知
県
条
例
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
二
十
三
条
第
七
項
」
を
「
第
二
十
三
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
交
付
金
の
交
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
十
六
日

愛
知
県
知
事

大

村

秀

章

愛
知
県
条
例
第
五
十
七
号

国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
交
付
金
の
交
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
交
付
金
の
交
付
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
七
年
愛
知
県
条
例
第
八
十
三
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
七
分
の
六
」
を
「
九
分
の
六
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
七
分
の
一
」
を
「
九
分
の
三
」

に
改
め
る
。

附
則
第
二
項
を
削
り
、
附
則
第
一
項
の
項
番
号
を
削
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

愛
知
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
十
六
日

愛
知
県
知
事

大

村

秀

章

愛
知
県
条
例
第
五
十
八
号

愛
知
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

愛
知
県
都
市
公
園
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
愛
知
県
条
例
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
と
い
う
。）」
の
下
に
「
第
三
条
第
一
項
、
第
四
条
第
一
項
、」
を
加
え
る
。

第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
都
市
公
園
の
配
置
及
び
規
模
の
基
準
）

第
二
条

法
第
三
条
第
一
項
の
条
例
で
定
め
る
基
準
は
、
次
項
及
び
第
三
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２

次
に
掲
げ
る
都
市
公
園
を
設
置
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
特
質
に
応
じ
て
県
内
に
お
け
る
都

１０８４
平
成
２４
年
１０
月
１６
日

火
曜
日
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知
県
公
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号



市
公
園
の
分
布
の
均
衡
を
図
り
、
か
つ
、
防
火
、
避
難
等
災
害
の
防
止
に
資
す
る
よ
う
考
慮
す
る
ほ
か
、
次
に

掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
配
置
及
び
規
模
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

主
と
し
て
近
隣
に
居
住
す
る
者
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
都
市
公
園
は
、
近
隣
に
居
住
す
る

者
が
容
易
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
配
置
し
、
そ
の
敷
地
面
積
は
、
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
標
準
と
し

て
定
め
る
こ
と
。

二

主
と
し
て
徒
歩
圏
域
内
に
居
住
す
る
者
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
都
市
公
園
は
、
徒
歩
圏
域

内
に
居
住
す
る
者
が
容
易
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
配
置
し
、
そ
の
敷
地
面
積
は
、
四
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
標
準
と
し
て
定
め
る
こ
と
。

三

主
と
し
て
運
動
の
用
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
都
市
公
園
及
び
一
の
市
町
村
の
区
域
を
超
え
る
広
域

の
利
用
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
都
市
公
園
で
、
休
息
、
観
賞
、
散
歩
、
遊
戯
、
運
動
等
総
合
的
な
利

用
に
供
さ
れ
る
も
の
は
、
容
易
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
配
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
利
用
目
的
に

応
じ
て
都
市
公
園
と
し
て
の
機
能
を
十
分
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
そ
の
敷
地
面
積
を
定
め
る
こ
と
。

３

主
と
し
て
公
害
又
は
災
害
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
緩
衝
地
帯
と
し
て
の
都
市
公
園
、
主
と
し
て
風

致
の
享
受
の
用
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
都
市
公
園
、
主
と
し
て
動
植
物
の
生
息
地
又
は
生
育
地
で
あ
る

樹
林
地
等
の
保
護
を
目
的
と
す
る
都
市
公
園
、
主
と
し
て
市
街
地
の
中
心
部
に
お
け
る
休
息
又
は
観
賞
の
用
に

供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
都
市
公
園
等
の
都
市
公
園
（
前
項
各
号
に
掲
げ
る
都
市
公
園
を
除
く
。）
を
設
置
す

る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
設
置
目
的
に
応
じ
て
都
市
公
園
と
し
て
の
機
能
を
十
分
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
配
置
し
、
及
び
そ
の
敷
地
面
積
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
公
園
施
設
の
建
築
面
積
の
基
準
に
係
る
割
合
等
）

第
二
条
の
二

法
第
四
条
第
一
項
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
百
分
の
二
と
す
る
。

２

法
第
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
条
例
で
定
め
る
範
囲
は
、
都
市
公
園
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
二

百
九
十
号
）
第
六
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
に
定
め
る
範
囲
と
す
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

愛
知
県
流
域
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
十
六
日

愛
知
県
知
事

大

村

秀

章

愛
知
県
条
例
第
五
十
九
号

愛
知
県
流
域
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

愛
知
県
流
域
下
水
道
条
例
（
昭
和
五
十
五
年
愛
知
県
条
例
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
九
号
」
の
下
に
「
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。」
を
加
え
る
。

平
成
２４
年
１０
月
１６
日

火
曜
日

愛
知
県
公
報

第
２９２２

号
１０８５



新
川
西
部
流
域
下
水
道

清
須
市
及
び
北
名
古
屋
市

第
二
条
の
表
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
下
水
道
法
そ
の
他
法
令
」
を
「
法
そ
の
他
法
令
及
び
次
項
」
に
改
め
、
同
条
中
第
二
項
を

第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

流
域
下
水
道
の
終
末
処
理
場
の
維
持
管
理
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一

活
性
汚
泥
を
使
用
す
る
処
理
方
法
に
よ
る
と
き
は
、
活
性
汚
泥
の
解
体
又
は
膨
化
を
生
じ
な
い
よ
う
に
エ

ア
レ
ー
シ
ョ
ン
を
調
節
す
る
こ
と
。

た

二

沈
砂
池
又
は
沈
殿
池
の
泥
溜
め
に
砂
、
汚
泥
等
が
満
ち
た
と
き
は
、
速
や
か
に
こ
れ
を
除
去
す
る
こ
と
。

ろ

ろ

ろ

三

急
速
濾
過
法
に
よ
る
と
き
は
、
濾
床
が
詰
ま
ら
な
い
よ
う
に
定
期
的
に
そ
の
洗
浄
等
を
行
う
と
と
も
に
、
濾

材
が
流
出
し
な
い
よ
う
に
水
量
又
は
水
圧
を
調
節
す
る
こ
と
。

四

前
三
号
の
ほ
か
、
施
設
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

五

臭
気
の
発
散
及
び
蚊
、
は
え
等
の
発
生
の
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
構
内
の
清
潔
を
保
持
す
る
こ
と
。

六

前
号
の
ほ
か
、
汚
泥
処
理
施
設
（
汚
泥
を
処
理
す
る
処
理
施
設
（
こ
れ
を
補
完
す
る
施
設
を
含
む
。）
を
い

さ
い

う
。
以
下
同
じ
。）
に
は
、
汚
泥
の
処
理
に
伴
う
排
気
、
排
液
又
は
残
滓
物
に
よ
り
生
活
環
境
の
保
全
又
は
人

の
健
康
の
保
護
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
知
事
が
定
め
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

第
八
条
を
第
十
三
条
と
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
前
三
条
」
を
「
第
四
条
か
ら
第
六
条
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
と
し
、
第
六
条

の
次
に
次
の
五
条
を
加
え
る
。

（
流
域
下
水
道
の
構
造
の
技
術
上
の
基
準
）

第
七
条

法
第
二
十
五
条
の
十
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
流
域

下
水
道
の
構
造
の
技
術
上
の
基
準
は
、
次
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
排
水
施
設
及
び
処
理
施
設
に
共
通
す
る
構
造
の
技
術
上
の
基
準
）

第
八
条

排
水
施
設
（
こ
れ
を
補
完
す
る
施
設
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）
及
び
処
理
施
設
（
こ
れ
を
補
完
す
る
施
設

を
含
む
。
以
下
同
じ
。）
に
共
通
す
る
構
造
の
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

堅
固
で
耐
久
力
を
有
す
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

二

コ
ン
ク
リ
ー
ト
そ
の
他
の
耐
水
性
の
材
料
で
造
り
、
か
つ
、
漏
水
及
び
地
下
水
の
浸
入
を
最
少
限
度
の
も

の
と
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

三

屋
外
に
あ
る
も
の
（
生
活
環
境
の
保
全
又
は
人
の
健
康
の
保
護
に
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
の
な
い
も
の
と

し
て
規
則
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。）
に
あ
つ
て
は
、
覆
い
又
は
柵
の
設
置
そ
の
他
下
水
の
飛
散
を
防
止
し
、

及
び
人
の
立
入
り
を
制
限
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

四

下
水
の
貯
留
等
に
よ
り
腐
食
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
に
あ
つ
て
は
、
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
そ
の
他
の
腐
食
し

に
く
い
材
料
で
造
り
、
又
は
腐
食
を
防
止
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

１０８６
平
成
２４
年
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月
１６
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火
曜
日
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と
う

五

地
震
に
よ
つ
て
下
水
の
排
除
及
び
処
理
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
地
盤
の
改
良
、
可
撓
継
手
の
設
置
そ
の

他
の
知
事
が
定
め
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

（
排
水
施
設
の
構
造
の
技
術
上
の
基
準
）

第
九
条

前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
排
水
施
設
の
構
造
の
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

き
よ

一

排
水
管
の
内
径
及
び
排
水
渠
の
断
面
積
は
、
知
事
が
定
め
る
数
値
を
下
回
ら
な
い
も
の
と
し
、
か
つ
、
計

画
下
水
量
に
応
じ
、
排
除
す
べ
き
下
水
を
支
障
な
く
流
下
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

二

流
下
す
る
下
水
の
水
勢
に
よ
り
損
傷
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
に
あ
つ
て
は
、
減
勢
工
の
設
置
そ
の
他
水

勢
を
緩
和
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

き
よ

三

暗
渠
そ
の
他
の
地
下
に
設
け
る
構
造
の
部
分
で
流
下
す
る
下
水
に
よ
り
気
圧
が
急
激
に
変
動
す
る
箇
所
に

あ
つ
て
は
、
排
気
口
の
設
置
そ
の
他
気
圧
の
急
激
な
変
動
を
緩
和
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

き
よ

き
よ

四

暗
渠
で
あ
る
構
造
の
部
分
の
下
水
の
流
路
の
方
向
又
は
勾
配
が
著
し
く
変
化
す
る
箇
所
そ
の
他
管
渠
の
清

掃
上
必
要
な
箇
所
に
あ
つ
て
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
を
設
け
る
こ
と
。

五

ま
す
又
は
マ
ン
ホ
ー
ル
に
は
、
密
閉
す
る
こ
と
が
で
き
る
蓋
を
設
け
る
こ
と
。

（
処
理
施
設
の
構
造
の
技
術
上
の
基
準
）

第
十
条

第
八
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
処
理
施
設
（
終
末
処
理
場
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）
の
構
造
の
技
術
上

の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

脱
臭
施
設
の
設
置
そ
の
他
臭
気
の
発
散
を
防
止
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

さ
い

二

汚
泥
処
理
施
設
は
、
汚
泥
の
処
理
に
伴
う
排
気
、
排
液
又
は
残
滓
物
に
よ
り
生
活
環
境
の
保
全
又
は
人
の

健
康
の
保
護
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
知
事
が
定
め
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

（
適
用
除
外
）

第
十
一
条

前
三
条
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
流
域
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

一

工
事
を
施
行
す
る
た
め
に
仮
に
設
け
ら
れ
る
流
域
下
水
道

二

非
常
災
害
の
た
め
に
必
要
な
応
急
措
置
と
し
て
設
け
ら
れ
る
流
域
下
水
道

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

新
川
西
部
流
域
下
水
道
の
施
設
の
管
理
に
関
す
る
業
務
に
つ
い
て
の
改
正
後
の
愛
知
県
流
域
下
水
道
条
例
第

六
条
の
規
定
に
よ
る
指
定
は
、
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
に
基
づ
く
許
可
を
要
す
る
雨
水
浸
透
阻
害
行
為
の
規
模
等
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
十
六
日

愛
知
県
知
事

大

村

秀

章

平
成
２４
年
１０
月
１６
日

火
曜
日

愛
知
県
公
報

第
２９２２

号
１０８７



愛
知
県
条
例
第
六
十
号

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
に
基
づ
く
許
可
を
要
す
る
雨
水
浸
透
阻
害
行
為
の
規
模
等
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
に
基
づ
く
許
可
を
要
す
る
雨
水
浸
透
阻
害
行
為
の
規
模
等
を
定
め
る
条
例
（
平

成
十
七
年
愛
知
県
条
例
第
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
施
行
条
例

第
一
条
中
「
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
」
の
下
に
「
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。」
を
加
え
る
。

本
則
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
標
識
の
設
置
）

第
三
条

法
第
十
七
条
第
三
項
の
標
識
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
明
示
し
た
も
の
と
す
る
。

一

雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
名
称

二

雨
水
浸
透
阻
害
行
為
に
関
す
る
工
事
の
検
査
済
証
番
号

三

雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
容
量
（
容
量
の
な
い
も
の
に
あ
っ
て
は
、
規
模
）
及
び
構
造
の
概
要

四

雨
水
貯
留
浸
透
施
設
が
有
す
る
機
能
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
知
事
の
許

可
を
要
す
る
旨

五

雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
管
理
者
及
び
そ
の
連
絡
先

六

標
識
の
設
置
者
及
び
そ
の
連
絡
先

２

前
項
の
標
識
は
、
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
周
辺
に
居
住
し
、
又
は
そ
の
周
辺
に
お
い
て
事
業
を
営
む
者
の
見

や
す
い
場
所
に
設
け
る
も
の
と
す
る
。

（
保
全
調
整
池
の
標
識
の
設
置
）

第
四
条

法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
標
識
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
明
示
し
た
も
の
と
す
る
。

一

保
全
調
整
池
の
名
称
及
び
指
定
番
号

二

保
全
調
整
池
の
容
量
及
び
構
造
の
概
要

三

保
全
調
整
池
が
有
す
る
機
能
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
知
事
に
届
け
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
旨

四

保
全
調
整
池
の
管
理
者
及
び
そ
の
連
絡
先

五

標
識
の
設
置
者
及
び
そ
の
連
絡
先

２

前
項
の
標
識
は
、
保
全
調
整
池
の
周
辺
に
居
住
し
、
又
は
そ
の
周
辺
に
お
い
て
事
業
を
営
む
者
の
見
や
す
い

場
所
に
設
け
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

１０８８
平
成
２４
年
１０
月
１６
日

火
曜
日

愛
知
県
公
報

第
２９２２

号



長
期
優
良
住

宅
の
普
及
の

促
進
に
関
す

る
法
律
（
平

成
二
十
年
法

律
第
八
十
七

号
。
以
下
こ

の
項
に
お
い

て
「
法
」
と

い
う
。）
第

六
条
第
一
項

各
号
（
第
三

号
を
除
く
。）

に
掲
げ
る
基

準
に
適
合
す

る
と
住
宅
の

品
質
確
保
の

促
進
等
に
関

す
る
法
律

（
平
成
十
一

年
法
律
第
八

十
一
号
）
第

五
条
第
一
項

に
規
定
す
る

登
録
住
宅
性

能
評
価
機
関

（
以
下
こ
の

項
に
お
い
て

「
登
録
住
宅

性
能
評
価
機

関
」
と

い

う
。）
が
認

め
た
場
合

一
戸
建
て
住
宅

（
人
の
居
住
の

用
以
外
の
用
途

に
供
す
る
部
分

を
有
し
な
い
も

の
に
限
る
。
以

下
こ
の
項
に
お

い
て
同
じ
。）

一
戸
に
つ
き

一
七
、
三
〇
〇

共同住宅等（共同住宅、長屋その他の一戸建て住宅以外の住宅をいう。以下この項

一
棟
の
総

戸
数
が
五

以
下
の
も

の

一
戸
に
つ
き

二
四
、
六
〇
〇
円
を
同

一
の
建
築
物
に
つ
い
て

同
時
に
申
請
が
行
わ
れ

る
住
戸
の
数
で
除
し
て

得
た
額
（
そ
の
額
に
百

円
未
満
の
端
数
が
あ
る

と
き
は
、
そ
の
端
数
金

額
を
切
り
捨
て
て
得
た

額
。
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
同
じ
。）

一
棟
の
総

戸
数
が
六

以
上
十
以

下
の
も
の

一
戸
に
つ
き

三
五
、
九
〇
〇
円
を
同

一
の
建
築
物
に
つ
い
て

同
時
に
申
請
が
行
わ
れ

る
住
戸
の
数
で
除
し
て

得
た
額

一
棟
の
総

戸
数
が
十

一
以
上
三

十
以
下
の

も
の

一
戸
に
つ
き

四
七
、
三
〇
〇
円
を
同

一
の
建
築
物
に
つ
い
て

同
時
に
申
請
が
行
わ
れ

る
住
戸
の
数
で
除
し
て

得
た
額

一
棟
の
総

戸
数
が
三

十
一
以
上

五
十
以
下

の
も
の

一
戸
に
つ
き

七
九
、
八
〇
〇
円
を
同

一
の
建
築
物
に
つ
い
て

同
時
に
申
請
が
行
わ
れ

る
住
戸
の
数
で
除
し
て

得
た
額

一
棟
の
総

戸
数
が
五

十
一
以
上

百
以
下
の

も
の

一
戸
に
つ
き

一
三
〇
、
二
〇
〇
円
を

同
一
の
建
築
物
に
つ
い

て
同
時
に
申
請
が
行
わ

れ
る
住
戸
の
数
で
除
し

て
得
た
額

一
棟
の
総

戸
数
が
百

一
以
上
二

百
以
下
の

も
の

一
戸
に
つ
き

二
〇
八
、
二
〇
〇
円
を

同
一
の
建
築
物
に
つ
い

て
同
時
に
申
請
が
行
わ

れ
る
住
戸
の
数
で
除
し

て
得
た
額

愛
知
県
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
十
六
日

愛
知
県
知
事

大

村

秀

章

愛
知
県
条
例
第
六
十
一
号

愛
知
県
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

愛
知
県
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
愛
知
県
条
例
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
八
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
認
定
事
務
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平
成
２４
年
１０
月
１６
日

火
曜
日

愛
知
県
公
報

第
２９２２

号
１０８９


